
～あたらしい郷
く に
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ふるさとの恵みを生かし
安心して心豊かに暮らせる
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八
女
の
ま
つ
り 

あ
か
り
の
祭
典

９
月
22
日
㈮
～
24
日
㈰

　
八
女
の
ま
つ
り
あ
か
り
の
祭
典 

あ
か

り
と
ち
ゃ
っ
ぽ
ん
ぽ
ん
が
９
月
22
日
㈮

～
24
日
㈰
に
あ
り
、
期
間
中
６
万
人
の

人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
福
島
八
幡
宮
放
生
会
の
奉
納
行
事
、

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
八
女

福
島
の
燈
籠
人
形
」
は
22
日
か
ら
24
日

ま
で
、
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
り
１
日

５
回
の
公
演
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
の

芸
題
は
「
玉
藻
之
前
」。
美
女
の
顔
が
狐

に
な
り
、
衣
裳
も
早
変
わ
り
す
る
場
面

で
は
、
観
覧
者
か
ら
大
き
な

拍
手
が
わ
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
八
女
福
島
の
町
並
み
界
隈
で
は
町
屋

ま
つ
り
が
あ
り
、
和
太
鼓
や
伝
統
工
芸

職
人
の
実
演
、
和
蝋
燭
職
人
制
作
実
演

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
八
女
伝
統
工
芸

館
は
バ
ザ
ー
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で

に
ぎ
わ
い
、
藤
棚
の
下
に
飾
ら
れ
た
提

灯
に
多
く
の
人
が
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

23
日
㈯
18
時
30
分
か
ら
の
あ
か
り
絵
パ

レ
ー
ド
で
は
、
各
団
体
力
作
の
あ
か
り

絵
が
町
並
み
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

「八女福島の燈籠人形」千秋楽公演では、戸板が外され舞台
と観客が一体となり盛り上がりました。

（上左から）八女伝統工芸館の特設ステージでは歌やダンスが披露されました。／町並みを人力車で散策／町並みで太鼓の演奏
（下左から）藤棚の下には子どもたちが描いた提灯が飾られました。／あかり絵パレードでは、各団体の力作が町並みを練り歩きました。
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山
に
囲
ま
れ
た
旧
白
木
小
学
校
を
会
場

に
、
秋
の
収
穫
祭
を
行
い
ま
す
。
運
動
場

の
ス
テ
ー
ジ
で
は
太
鼓
や
バ
ン
ド
演
奏
、
ダ

ン
ス
な
ど
地
域
の
出
し
物
等
を
行
い
ま
す
。

地
域
の
団
体
等
に
よ
る
出
店
も
あ
り
ま
す

の
で
、
来
て
見
て
食
べ
て
、
白
木
の
秋
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
5
日
㈰
10
時
～

◦
場
所
＝
旧
白
木
小
学
校
（
立
花
町
白
木
）

◦
内
容
＝
▽
太
鼓
や
バ
ン
ド
の
演
奏
▽
ダ

ン
ス
▽
地
域
の
出
し
物
▽
展
示
会
な
ど

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
木
地
区
地
域
振
興
会

議
事
務
局 

松
尾
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
９
５
７
７
・
３
４
８
５
）

イ
ベ
ン
ト

◦
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

★
開
会
式
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
（
10
時
～
）

★
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
in
黒
木
（
10

時
15
分
～
12
時
・
13
時
～
16
時

ダ
ン
ス
チ
ー
ム
、太
鼓
、馬
場
姉
妹
、

大
抽
選
会
な
ど
）

★
も
ち
つ
き
、
あ
め
・
も
ち
ま
き

（
12
時
10
分
～
）

◦
会
場
イ
ベ
ン
ト

★
子
ど
も
相
撲
（
10
時
20
分
～
）

★
東
関
部
屋
来
場
（
11
時
30
分
～
）

★
大
相
撲
ぶ
つ
か
り
稽
古
（
午
後
）

★
や
ま
め
の
つ
か
み
取
り
（
10
時

30
分
～
）
※
３
０
０
匹

★
手
作
り
小
物
作
り
（
10
時
～
16

時
）

★
物
産
展
（
10
時
～
16
時
）

茶
業
部
に
よ
る
八
女
茶
試
飲
と
販

売
な
ど
も
あ
り
ま
す

★
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
10
時
～

16
時
）

★
木
工
体
験
（
10
時
～
）
イ
ス
と

本
立
て
作
り
・
魚
釣
り

★
東
関
部
屋
の
ち
ゃ
ん
こ
鍋
・
お

で
ん
※
限
定
２
０
０
杯

★
観
光
名
所
あ
て
ク
イ
ズ

★
白
バ
イ
・
パ
ト
カ
ー
・
消
防
は

し
ご
車
の
展
示

★
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
遊
覧

★
オ
ー
ル
ド
カ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

★
木
育
広
場
（
10
時
～
15
時
）

◦
サ
テ
ラ
イ
ト
イ
ベ
ン
ト

★
紅
葉
ウ
オ
ー
ク　

グ
リ
ー
ン
ピ

ア
八
女
体
育
館
前　
（
９
時
30
分

集
合　

10
時
ス
タ
ー
ト
）

▽
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
く
ろ
ぎ
ふ
る

さ
と
祭
り
実
行
委
員
会
（
黒
木
支
所

産
業
経
済
課
）
☎
４
２
・
１
１
１
５

第
30
回

八
女
く
ろ
ぎ
ふ
る
さ
と
祭
り

場
所
＝
黒
木
町 

駅
跡
イ
ベ
ン
ト
広
場

時間＝10時～

115㈰

白
木
の
秋
の
収
穫
祭 

　
場
所
＝
旧
白
木
小
学
校

第
23
回
八
幡
ふ
れ
あ
い
広
場  

場
所
＝
八
幡
小
学
校

時間＝１0時～

11 5㈰

収
穫
の
秋
、
味
覚
の
秋
。
八

女
で
は
秋
祭
り
が
あ
ち
こ
ち

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ご
家
族
・

お
友
達
な
ど
お
誘
い
合
わ
せ
で

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　「
八
幡
大
好
き
　
み
ん
な
大
好
き

人
権
の
ま
ち
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、

八
幡
校
区
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

て
つ
く
る
祭
り
で
、
今
年
で
23
回

目
を
迎
え
ま
す
。
八
幡
の
魅
力
を

味
わ
い
に
、
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
今
回
は
早
朝
よ
り
熱
気
球
の

試
乗
体
験
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
11
日
㈯
10
時
～

◦
場
所
＝
八
幡
小
学
校

◦
内
容
＝

《
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
》
▽
八
幡
保

育
園
年
長
さ
ん
の
歌
と
お
ど
り
▽

八
幡
小
の
子
ど
も
た
ち
の
「
な
か
よ

し
発
信
☆
や
は
た
」
▽
校
区
の
皆

さ
ん
の
歌
や
お
ど
り
▽
最
後
は
大

ビ
ン
ゴ
大
会
！

《
ふ
れ
あ
い
市
場
》
煮
玉
子
、
だ
ご

汁
、
お
で
ん
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
た

こ
焼
き
、
ア
イ
ス
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、

わ
た
が
し
、お
に
ぎ
り
な
ど
、い
～
っ

ぱ
い
！

《
ふ
れ
あ
い
展
示
》
▽
小
中
学
生
の

作
品
▽
校
区
の
皆
さ
ん
の
作
品
▽

阿
蘇
震
災
復
興
の
様
子
▽
八
幡
校

区
出
土
の
土
器

◦
問
い
合
わ
せ
＝
西
公
民
館

（
☎
２
４
・
５
２
７
２
）

時間＝10時～

11 11㈯
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ギ
ネ
ス
ホ
ル
ダ
ー
の
戸
田
拓

夫
さ
ん
に
紙
ヒ
コ
ー
キ
の
折
り

方
の
ポ
イ
ン
ト
や
飛
ば
し
方
な

ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◦
日
時
＝
10
月
29
日
㈰

◦
場
所
＝
上
陽
北
汭
学
園
体
育

館◦
内
容
＝
▽
受
付
10
時
～
13
時

▽
午
前
～
折
り
方
投
げ
方
講
習

▽
13
時
～
教
室
と
計
測
会

▽
幼
児
・
小
学
生
・
大
人
の
飛

行
距
離
・
滞
空
時
間
で
表
彰

◦
費
用
＝
５
０
０
円
（
定
員
１

５
０
人
ま
で
）

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
ふ
る
さ
と
わ
ら

べ
館
☎
５
４
・
２
４
４
２
／
N
５

４
・
２
４
４
３

世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

の
紙
ヒ
コ
ー
キ
教
室

イ
ベ
ン
ト

▽
11
月
11
日
㈯

◦
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
和
太
鼓
「
童

衆
」
演
奏
／
開
運
・
収
穫
も
ち
ま

き
（
10
時
～
）

◦
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ビ
ル
ド
シ
ョ
ー

（
10
時
30
分
～
／
15
時
10
分
～
）

◦
ジ
ュ
ニ
ア
き
ん
ま
レ
ー
ス
［
４
年

生
以
下
の
部
］（
11
時
～
12
時
30

分
）

◦
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル 

ニ
ュ
ー
チ
ル

ド
レ
ン
ズ
（
12
時
30
分
～
）

◦
ジ
ュ
ニ
ア
き
ん
ま
レ
ー
ス
［
６
年

生
以
下
の
部
］（
13
時
30
分
～
15
時
）

▽
11
月
12
日
㈰

◦
第
25
回
全
日
本
き
ん
ま
選
手
権

大
会
（
10
時
～
16
時
）

［
午
前
］
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

［
午
後
］一
般
の
部

《
ゲ
ス
ト
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
》

杉
山
39
さ
ん

《
特
別
出
演
》
八
女
学
院
中
学
・

高
等
学
校
吹
奏
楽
部
マ
ー
チ
ン
グ

ド
リ
ル
演
奏

※
若
干
時
間
が
前
後
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
２
日
間
を

通
し
て
各
種
バ
ザ
ー
等
が
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
上
陽
ま
つ

り
実
行
委
員
会
（
上
陽
支
所
建
設

経
済
課
）
☎
５
４
・
２
２
１
９

時間＝10時～

1111㈯・12㈰

第30回八女上陽まつり
場所＝春の山公園グラウンド

優勝賞金30万円
その他各賞あり
全日本きんま選手権大会

時間＝10時～

10 ２９㈰

イ
ベ
ン
ト

▽
11
月
11
日
㈯

★
御
神
幸
（
室
山
熊
野
神
社
）

★
開
会
式

ｗ
ａ
ｉｗ
ａ
ｉ
む
ら
ま
つ
り

★
う
き
は
市
「
み
ざ
れ
太
鼓
」
★

吉
永
フ
ラ
・
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
ス

ク
ー
ル
★
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
Ｗ
Ｈ
Ｅ

Ａ
Ｔ
★
星
野
村
文
化
連
盟 

歌
・
踊

り
★
星
野
小
学
校
「
星
野
太
鼓
」

★
星
光
園
児
に
よ
る
踊
り
★
山
村

留
学
生
「
山
留
太
鼓
」
★
餅
ま
き

▽
11
月
12
日
㈰

★
平
和
の
塔
へ
の
献
茶

第
27
回
九
州
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

【
福
岡
県
】
▽
野
武
士
▽
神
洲
太
鼓

【
佐
賀
県
】▽
大
和
太
鼓
保
存
会【
大

分
県
】
▽
ゆ
ふ
い
ん
源
流
太
鼓
【
熊

本
県
】
▽
チ
ー
ム
熊
本
（
ア
ド
バ
ン

ス
）【
長
崎
県
】
▽
お
お
む
ら
太
鼓

連
く
じ
ら
太
鼓
▽
島
原
お
さ
な
ご

清
流
太
鼓
【
宮
崎
県
】
▽
和
太
鼓

一
座 

天
響
【
鹿
児
島
県
】
▽
火
の

神
乙
女
太
鼓 

爽
【
特
別
出
演
】
見

留
知
弘
（
太
鼓
芸
能
集
団
鼓
童
）

　
そ
の
他
に
も
お
い
し
い
お
茶
の
淹

れ
方
講
座
や
お
茶
の
手
揉
み
実
演
、

木
工
体
験
等
の
イ
ベ
ン
ト
や
お
茶
、

椎
茸
、手
作
り
コ
ン
ニ
ャ
ク
、だ
ご
汁
、

ヤ
マ
メ
の
塩
焼
き
等
、
村
自
慢
の
特

産
品
を
販
売
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
星
の
ま
つ
り

実
行
委
員
会
（
星
野
支
所
建
設
経

済
課
）
☎
５
２・３
１
１
４

第32回八女星のまつり
場所＝星のふるさと公園

時間＝10時～

1111㈯・12㈰ 九州の和太鼓
が勢揃い！！
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◦
日
時
＝
11
月
３
日
㈷
13
時
開
式

◦
場
所
＝
旭
座
人
形
芝
居
会
館
（
黒
木
町
笠
原
鰐

八
地
区
）
※
観
覧
無
料

◦
演
目
＝
▼
「
寿こ
と
ぶ
き
し
き
さ
ん
ば
そ
う

式
三
番
叟
」（
旭
座
人
形
芝
居
保

存
会
）
▼
「
傾け
い
せ
い
あ
わ
の
な
る
と

城
阿
波
鳴
門
」
巡じ
ゅ
ん
れ
い
う
た

礼
歌
の
段
（
黒
木

小
人
形
浄
瑠
璃
ク
ラ
ブ
）
▼
「
鬼
き
い
ち
ほ
う
げ
ん
さ
ん
り
ゃ
く
の
ま
き

一
法
眼
三
略
巻
」

五
条
橋
の
段
（
旭
座
人
形
芝
居
保
存
会
）
▼
「
伊だ

て達

娘む
す
め
こ
い
の
ひ
が
の
こ

恋
緋
鹿
子
」
火
の
見み
や
ぐ
ら櫓
の
段
（
勘か
ん
ろ
く緑
＆
艶つ
や
こ
い
ざ

恋
座
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
振
興
課
（
☎
２
４・８
１
６
３
）

旭座人形芝居本公演

「旭座人形芝居」は、明治５年(1872)
頃、黒木町笠原鰐八集落に浄瑠璃の名
人が現れ、祝いの席でひょうたんや徳利
を人形に見立て浄瑠璃にあわせて操った
のが始まりとされます。昭和30年、福岡
県無形民俗文化財の指定に際して保存
会を結成し、平成11年に「旭座人形芝居
会館」が落成し、5戸の座元と一般会員
で継承しています。また、八女市立黒木
小学校でも「人形浄瑠璃クラブ」で伝統
を継承し、本公演や笠原まつりで公演を
行っています。

11
３

11
3

県
指
定
無
形

民
俗
文
化
財

⃝

実
施
日
＝
12
月
７
日
㈭

⃝

申
込
締
切
日
＝
11
月
13
日
㈪

⃝

抽
選
日
＝
11
月
14
日
㈫

⃝

ツ
ア
ー
料
金
＝
３
０
０
０
円

（
体
験
料・食
事
代・保
険
料
含
む
）

⃝

募
集
定
員
＝
20
人

⃝

行
程
表
＝
茶
の
く
に
観
光
案
内

所
８
時
50
分
⇩
旧
上
陽
保
健
セ
ン

タ
ー
前
９
時
25
分
⇩
び
そ
ん
⇩
茶

の
文
化
館
、
館
内
見
学
【
ラ
ン
チ

＝
八
女
茶
寮
】
⇩
星
の
文
化
館
・

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
観
賞
【
お
や
つ

＝
星
の
ウ
ィ
ッ
チ
】
⇩
旧
上
陽
町

保
健
セ
ン
タ
ー
前
16
時
40
分
⇩

茶
の
く
に
観
光
案
内
所 

17
時

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
茶
の
く
に
観
光

案
内
所
（
☎
２
２
・
６
６
４
４
）

申
込
専
用
用
紙
は
茶
の
く
に
観

光
案
内
所
、
各
支
所
に
設
置
し
て

い
ま
す
。

⃝

申
込
＝
フ
ァ
ク
ス
の
み

（
N
２
２
・
７
３
１
１
）

※
ツ
ア
ー
内
容
は
、
都
合
に
よ
り

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参加者
募集

八
女
よ
か
と
こ
め
ぐ
り

バ
ス
ツ
ア
ー
第
４
弾

～
星
の
日
和
～

　「
帰
居
祭
」
は
、
八
女
の
風
土
を
愛

し
こ
の
地
に
没
し
た
文
化
勲
章
受
章
・

坂
本
繁
二
郎
画
伯
の
遺
徳
を
偲
ぶ
式

典
で
す
。「
帰
居
」
と
は
、
画
伯
の
雅

号
に
ち
な
む
も
の
で
、
八
女
文
化
連

盟
会
員
ら
に
よ
る
献
茶
・
献
花
・
献

吟
を
は
じ
め
、
小
・
中
・
高
生
の
作

文
朗
読
や
合
唱
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
会
場
に
隣
接
す
る
「
坂
本

繁
二
郎
資
料
室
」(

図
書
館
２
Ｆ)

で
は
、
在
り
し
日
の
写
真
や
制
作
道

具
な
ど
を
常
設
展
示
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
３
日
㈷
10
時
～

◦
場
所
＝
八
女
公
園
（
坂
本
繁
二
郎

寿
像
前
）

◦
内
容
＝
▽
碑
前
祭
（
献
茶
・
献
吟
・

献
曲
・
献
花
、
小
中
高
校
生
の
作

文
朗
読
、
合
唱
な
ど
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
振
興
課

（
☎
２
４
・
８
１
６
３
）

第
42
回 

帰き

き

ょ居
祭

旭座人形芝居の由来

ツアー運行日 乗降場所 行き先

１月13日㈯
「八女の三社参り」

茶のくに観光案内所
立花支所正面玄関

虚空蔵菩薩祭他
【ランチ…計画中】

2 月22日㈭
「春を彩る立花めぐり」

星野支所玄関前
旧上陽町保健センター前

夢たちばな観梅会他
【ランチ…とびかたの森】

一般財団法人ＦＭ八女（福岡県知事登録第 3－772 号）

【その他の後期バスツアー】
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市
民
の
交
流
と
健
康
増
進
、
体
力

向
上
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
学
校
、
職
場
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
ほ
か
、
友
達
、
家
族
な
ど
楽
し
い
メ

ン
バ
ー
で
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。
各

区
間
タ
イ
ム
計
測
を
行
い
、
参
加
チ
ー

ム
に
は
参
加
賞
・
だ
ご
汁
の
提
供
、
お

楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
・
場
所
＝
12
月
17
日
㈰
９
時

30
分
ス
タ
ー
ト
、
立
花
体
育
館
周
辺

◦
コ
ー
ス
・
競
技
種
目

【
1.5
㌔
コ
ー
ス
×
５
区
間
】

小
学
生
男
子
・
女
子
、
中
高
生
女
子
、

一
般
男
子
・
女
子
、
オ
ー
プ
ン

【
2.4
㌔
コ
ー
ス
×
５
区
間
】

中
高
生
男
子
、一
般
男
子
・
女
子
、
オ
ー

プ
ン
※
オ
ー
プ
ン
…
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど

チ
ー
ム
づ
く
り
は
自
由
で
す
。

【
1.5
㌔
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
】

予
備
走
者
や
棄
権
チ
ー
ム
の
走
者

参
加
チ
ー
ム
募
集

◦
資
格
＝
５
人
以
上
の
走
者
、監
督
者
、

警
備
ス
タ
ッ
フ
１
人
に
よ
る
チ
ー
ム

※
1.5
㌔
コ
ー
ス
の
小
学
生
男
子
・
女
子

は
、
八
女
市
・
筑
後
市
・
広
川
町
の
参

加
チ
ー
ム
に
限
る
。

◦
参
加
料
＝
千
円（
説
明
会
時
に
納
入
）

◦
申
込
方
法
＝
最
寄
り
の
公
共
施
設
ま

た
は
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
取
り
寄
せ
、
添
付
の
申
込
書

を
八
女
市
総
合
体
育
館
ま
た
は
八
女

市
立
花
支
所
総
務
課
へ
提
出
（
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
可
）
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
締
切
＝
11
月
21
日
㈫
必
着

※
先
着
１
２
０
チ
ー
ム
ま
で

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
駅
伝
大
会
実

行
委
員
会
事
務
局
（
立
花
支
所
総
務

課
内
）
☎
２
３
・
５
１
４
３

大会当日の放送、音響、受
付・競技運営スタッフを募
集します。年齢にかかわら
ず一緒にイベントを盛り上
げていただける人は、11月
21日㈫までに申し込みくだ
さい。

八
女
市
駅
伝
大
会
　 

　  

出
場
チ
ー
ム
募
集
！

第8回

応援旗のデザインコンテスト
を行います。応募チームには
もれなく小旗をプレゼント。

◆ボランティアスタッフ募集

◆チーム応援旗
コンテストを行います！

八
女
市
を
愛

し
、
ふ
る
さ
と

に
誇
り
を
持つ

子
ど
も
た
ち
を

育
も
う

八女市教育の日
日時　11月 5 日㈰ 13 時～
会場　おりなす八女ハーモニーホール

（主催　八女市教育委員会）
【小学校】
▽「八女ふる里学」授業発表
福島小学校
矢部小学校

【中学校】
▽広島市平和学習発表
平和学習事業参加中学生
▽韓国巨済市文化交流事業発表
文化交流事業参加中学生
▽吹奏楽演奏
星野中学校
▽中学生の主張（弁論）
南中学校 3 年　田中亜美さん
黒木中学校 3 年　山下稚尋さん

文化発表会
（発表順未定）

問い合わせ＝学校教育課（☎ 23・1954）

入
場
無
料

※当日は託児所を設置します。希望の方
は事前に☎ 23・1954までご連絡ください。

  やまなみ短歌会の創始者で、黒木
町をこよなく愛した歌人・菊池剣の遺
徳を偲ぶ冬山忌（黒木文化連盟主催）
が９月 24 日㈰、築山公園入口にある
歌碑の前で行なわれました。菊池は
戦後黒木町中町に移り住み、仕事の
傍ら作歌生活を送りました。式典に
は遺族ややまなみ短歌会、文化連盟
会員など50人が参列。碑に花やお茶、
酒が捧げられ、歌碑に刻まれた冬山
の歌を全員で歌いました。文化連盟
の草場雄二郎会長は「今年は亡くな
られて 40 年の節目の年。黒木町で多
くの方々が短歌を学んでおられるの
は先生の功績であり、今なお先生の
気持ちは黒木町に根付いている」と
菊池を讃えました。

歌人・菊池剣を讃える

平成 29 年度「八女市教育の日」事業
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Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
予
防
方
法
は
確
立
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
以
下
の
3
つ
の
ポ
イ
ン

ト
を
守
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
病
気
の

発
生
を
減
ら
せ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。

①
1
歳
に
な
る
ま
で
は
、
寝
か
せ
る
時

は
あ
お
む
け
に
寝
か
せ
ま
し
ょ
う

　
医
学
上
の
理
由
で
う
つ
ぶ
せ
寝
を
勧

め
ら
れ
て
い
る
場
合
以
外
は
、
赤
ち
ゃ
ん

の
顔
が
見
え
る
あ
お
む
け
に
寝
か
せ
ま

し
ょ
う
。
こ
の
取
り
組
み
は
睡
眠
中
の

窒
息
事
故
を
防
ぐ
上
で
も
有
効
で
す
。

②
で
き
る
だ
け
母
乳
で
育
て
ま
し
ょ
う

　
母
乳
で
育
て
ら
れ
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん

の
方
が
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
発
生
率
が
低
い
と

い
う
こ
と
が
研
究
者
の
調
査
か
ら
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
母
乳
育

児
に
ト
ラ
イ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

③
た
ば
こ
を
や
め
ま
し
ょ
う

　
た
ば
こ
は
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
大
き
な
危
険

因
子
で
す
。
妊
娠
中
の
喫
煙
は
お
腹

の
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
が
増
え
に
く
く
な

り
ま
す
し
、
呼
吸
中
枢
に
も
明
ら
か
に

よ
く
な
い
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
妊
婦

自
身
の
喫
煙
、
妊
婦
や
赤
ち
ゃ
ん
の
そ

ば
で
の
喫
煙
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
こ
れ

は
、
身
近
な
人
の
理
解
も
大
切
で
す
の

で
、
日
頃
か
ら
喫
煙
者
に
協
力
を
求
め

ま
し
ょ
う
。

乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群
に
つ
い
て

　
赤
ち
ゃ
ん
は
激
し
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
る

と
、
首
の
筋
肉
が
未
発
達
な
た
め
に
脳

が
衝
撃
を
受
け
や
す
く
、
脳
の
損
傷
に

よ
る
重
大
な
障
害
を
負
う
こ
と
や
、
場

合
に
よ
っ
て
は
命
を
落
と
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
き
や
ま
ず
、

イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
こ
と
は
誰
に
で

も
起
こ
り
得
ま
す
が
、
決
し
て
揺
さ
ぶ

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
万
が
一
、
激
し

く
揺
さ
ぶ
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
病
院

を
受
診
し
、
そ
の
旨
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

赤
ち
ゃ
ん
が
泣
い
た
ら
？

　
こ
と
ば
を
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
赤

ち
ゃ
ん
は
、
泣
く
こ
と
で
、
お
腹
が
す

い
た
、
お
む
つ
が
汚
れ
た
、
抱
っ
こ
し

て
ほ
し
い
、
暑
い
、
寒
い
な
ど
を
伝
え

ま
す
。
お
む
つ
を
替
え
た
り
、
お
っ
ぱ

い
を
飲
ま
せ
た
り
、
抱
っ
こ
し
た
り
、

静
か
な
環
境
に
し
た
り
な
ど
し
て
も
赤

ち
ゃ
ん
が
泣
き
や
ま
な
い
時
は
イ
ラ
イ

ラ
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
そ
の
よ
う

な
と
き
は
、
深
呼
吸
し
た
り
、
安
全
な

所
に
赤
ち
ゃ
ん
を
寝
か
せ
て
そ
の
場
か

ら
い
っ
た
ん
離
れ
た
り
、
誰
か
と
話
し

た
り
し
て
、気
分
転
換
を
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

子
育
て
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
市
で
も
毎
月
子
育
て
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
談
日
以
外
で

も
何
か
心
配
な
こ
と
が
あ
れ
ば
い
つ
で

も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課

（
☎
２
３・１
３
５
２
）

11月の健康だより健康推進課（☎ 23・1352）

♥
11月は SIDS（乳幼児突然死
症候群）対策強化月間です
SIDS（乳幼児突然死症候群）とは、それまで元気だった赤ちゃんが睡眠中
に何の前ぶれもなく亡くなってしまう病気で、窒息などの事故とは異なりま
す。平成 27 年度には 96 人の赤ちゃんが SIDS で亡くなっており、乳児期
の死亡原因としては第 3 位となっています。

健 康 コ ラ ム

　
11
月
は
、
20
歳
～
74
歳
の
人
で
、

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コレ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
１
６
０㎎

／
dl
以
上
）
の
人
、
脂
質
異
常
が

気
に
な
る
人
を
対
象
に
し
た
教
室

を
行
い
ま
す
。

◦
日
程
＝
11
月
24
日
㈮
10
時
～
12

時
（
受
付
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
9
時

30
分
～
9
時
50
分
）

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
定
員
＝
20
人
（
先
着
順
）

◦
持
っ
て
く
る
も
の
＝
特
定
健
診

結
果
票
、
筆
記
用
具

◦
内
容
＝
血
圧
測
定
な
ど
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
保
健
師
・
管
理
栄
養

士
に
よ
る
脂
質
異
常
に
つ
い
て
の

話
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
個
別
相

談
（
希
望
者
）

◦
申
込
期
間
＝
10
月
16
日
㈪
～
10

月
27
日
㈮

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推

進
課
（
☎
２
３・１
３
５
２
）

す
こ
や
か
な
食
べ
方
教
室

生
活
習
慣
病
予
防
教
室

参加者
募　集

　母乳育児を希望される妊婦さんを対象に母乳
セミナーを開催します。産後の母乳育児を楽しく
していくために、乳房のお手入れ方法や、授乳
時の抱っこの仕方などを勉強してみませんか？
講師は公立八女総合病院の助産師です。
◦日時＝11月18日㈯10時～11時30分
◦会場＝八女市役所保健セン
ター３階（集団指導室）
◦対象者＝母乳育児を希望さ
れている妊娠中の人
◦持ってくる物＝母子健康手帳
◦申込締切日＝１１月１７日㈮
◦申込・問い合わせ
＝健康推進課保健指導係

（☎ 23・1352）

「幸せ、母乳セミナー」
妊娠中から知っておきたい乳房ケア

参加者
募　集

八女市スポーツ・健康づくり都市宣言 「積極的に健康診査を受けます」
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　保健師や看護師が、血圧測定・
尿検査・体脂肪測定をします。健
康に関するいろいろな相談に応じ
ます。健康手帳をお持ちの人はご
持参ください。
※電話相談も行っています。
◦11月1日㈬ 10時～11時／上陽支所
◦11月6日㈪ 9時30分～ 11時 ／八
女市保健センター
◦11月10日㈮ 10時 ～ 11時 ／そよ
かぜ（星野）
◦11月21日㈫ 10時～ 11時／かが
やき（立花）
◦11月16日㈭ 14時～ 15時／矢部
基幹集落センター
◦11月28日㈫10時～ 11時／ふじの
里（黒木）

【旧八女市・立花町の皆さん】
◦会場　やめっこ未来館
◦受付時間　13時15分～ 14時30分
◦日にち・対象 
11月14日㈫＝10か月児（平成29年
1月生）健康診査
11月15日㈬＝4か月児（平成29年7
月生）健康診査
11月28日㈫＝1歳6か月児（平成28
年4月生）健康診査
11月30日㈭＝3歳児（平成26年10
月生）健康診査

【旧黒木町・上陽町・矢部村・星野村
の皆さん】
◦会場＝ふじの里（黒木）
◦日時＝11月21日㈫13時30分～ 14
時30分まで受付

◦対象＝1歳6か月児（平成28年3
月～ 4月生）／ 3歳児（平成26年9
月～ 10月生）
※対象者には個別に通知します。
事前に連絡いただくとどちらの会場
でも健診を受けることができます。

　離乳食初期（5 ～ 6か月児）の
お話と調理。要予約。定員15人。
託児あり（要申込）。
◦日時＝11月16日㈭ 10時～ 13時
 　※受付9時30分～ 9時50分　
◦会場＝おりなす八女研修棟
◦持参品等＝エプロン、三角巾、
手ふきタオル、母子健康手帳、筆
記用具、材料費300円

　離乳食中期から後期（7か月児
から1歳児頃まで）のお話。要予約。
定員10人。託児あり。
◦日時＝11月9日㈭10時～ 12時（受
付9時30分～ 9時50分）
◦会場＝おりなす八女研修棟
◦持参品等＝母子健康手帳、筆記
用具

　子育てのことで、少しでも心配
なことがあったら気軽にご相談く
ださい。身長・体重測定もできま
す。母子健康手帳をお持ちくださ
い。やめっこ未来館会場では、公
立八女総合病院の助産師による「母
乳相談」も行っています。相談日以
外でも、窓口や電話で子育て相談
を行っています。

◦11月1日㈬ 9時30分～ 11時 ／ や
めっこ未来館
◦11月17日㈮13時15分 ～ 14時30
分／やめっこ未来館
◦11月7日㈫ 10時～ 11時 ／矢部基
幹集落センター
◦11月17日㈮10時～ 11時／そよか
ぜ（星野）

　心理士による個別相談です。対
象者は小学校就学前までの人で、
成長発達面に不安のある人です。
心配なことがあればお気軽にご相
談ください。要予約。

【八女市保健センター】
◦11月9日㈭ 9時～ 16時
   11月30日㈭ 9時～ 16時

【ふじの里（黒木）】
◦11月21日㈫ 9時～ 16時

　心理士による個別相談です。対
象者は市内在住で、こころに悩み
がある人です。気軽にご相談くだ
さい。要予約。
◦日時＝11月22日㈬13時30分～ 15
時30分まで受付
◦会場＝おりなす八女研修棟
※マタニティ教室＝次回は12月に開
催します。

乳幼児心理相談

11
月
の
各
種
相
談
・
健
診
・
予
防
接
種

子育て相談

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

健
康
推
進
課（
☎
２
３
・
１
３
５
２
）

乳幼児健診 

健康相談 

心理士によるこころの相談

ベビーズクッキング

きゅうりとトマトのさっぱりサラダ

八女はおいしい
～ ふるさとの恵み ～

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
カリウム
カルシウム
マグネシウム
鉄
食物繊維
食塩相当量

88Kcal
6.6g
5.3g
3.8g

184mg
105mg
16mg
0.3mg

0.6g
0.7g

1人分あたりの栄養価
【作り方】
①きゅうりは縦に4等分
にし、1.5㎝長さに切る。
塩をふり5分置き、水気
をふく。ミニトマトは半
分に切る。チーズは1㎝
角に切る。
②ボウルに水気をきった
ツナ缶とⒶを合わせ、塩、
こしょうで味をととのえ
る。食べる直前に①を和
え、器に盛り付ける。

【材料】（4人分）　
◦きゅうり…1本（120ｇ）
◦塩…少々
◦ミニトマト（赤・黄合わせて）…100ｇ
◦プロセスチーズ…50ｇ
◦ツナ缶（水煮）…小1缶（70ｇ）
◦プレーンヨーグルト…50ｇ
◦レモン汁（国産）…大さじ1/2
◦オリーブ油…大さじ1/2
◦はちみつ…小さじ1/2
◦塩…少々
◦こしょう…少々

八女市食生活改善推進会が開催した『夏休み！小・
中学生親子クッキング教室』で作ったレシピです。
とっても簡単で彩りよい一品です。ぜひ、ご家庭で
も作ってみてください。

もぐもぐかみかみ！離乳食教室

きゅうり、ミニト
マト、はちみつ
は八女産を使用

Ａ
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施設名 受付会場
受　　　付　　　日

受付時間11/1
㈬

11/2
㈭

11/6
㈪

11/7
㈫

11/8
㈬

11/9
㈭

11/10
㈮

福島保育所　※ 福島保育所 　 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
長峰保育所　※ 長峰保育所 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
北山保育所　※ 北山保育所 ○ ○ 9:00 ～ 18:30
三河保育園　※ 三河保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
八幡保育園　※ 八幡保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
八女中央保育園　※ 八女中央保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
岡山保育園　※ 岡山保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
忠見保育園　※ 忠見保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
上妻保育園　※ 上妻保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
川崎保育園　※ 川崎保育園 ○ 9:00 ～ 18:00
みつとも保育園　　 立花支所

市民生活福祉課
○ ○ ○ ○ ○ 8:30 ～ 17:15

辺春保育園　　 ○ ○ ○ ○ ○ 8:30 ～ 17:15
黒木保育園

黒木支所
市民生活福祉課

○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
あゆみ保育園 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
本分保育園 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
木屋保育所 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
大渕保育園 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
矢部保育園　 矢部支所市民生活福祉課 ○ ○ ○ ○ ○ 8:30 ～ 17:15
星野保育所星光園　 星野支所市民生活福祉課 ○ ○ ○ ○ ○ 8:30 ～ 17:15
福島幼稚園 福島幼稚園 11月1日㈬ 8:00 ～ 17:00

認定こども園さいしょうじ幼稚園 さいしょうじ幼稚園 11月1日㈬ 9:00 ～ 12:00

認定こども園白百合幼稚園 白百合幼稚園 11月1日㈬ 14:00 ～ 16:00

認定こども園つくし幼稚園 つくし幼稚園 11月6日㈪ 14:00 ～ 17:00
認定こども園ふじなみ幼稚園 ふじなみ幼稚園 11月１日㈬ 9:00 ～ 15:00
洋光はうす保育園　※ 洋光はうす保育園 11月１日㈬～２日㈭ 9:00 ～ 16:00
あきじ幼児園　※ あきじ幼児園 11月6日㈪～ 7日㈫ 9:00 ～ 17:00
さくらんぼ保育園　※ さくらんぼ保育園 11月１日㈬～２日㈭、4日㈯、6日㈪～ 7日㈫ 10:00 ～ 18:00

来
年
４
月
１
日
か
ら
の
「
幼
稚
園
・
保
育
所
等
の
入

所
申
し
込
み
」
を
下
記
の
日
程
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
入
所
申
し
込
み
は
、
事
前
に
必
要
事
項
を
記
入
し
た
提

出
書
類
を
お
持
ち
の
う
え
、
在
園
児
・
新
入
園
児
を
問
わ

ず
第
１
希
望
の
施
設
の
受
付
日
に
、
各
会
場
で
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
※
印
の
つ
い
た
施
設
へ
初
め
て
申
し
込
み

を
さ
れ
る
場
合
は
、
お
子
さ
ま
の
面
接
も
行
い
ま
す
の
で

お
子
さ
ま
と
一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
は
、
市
役
所
子
育
て
支
援

課
、
各
支
所
お
よ
び
各
施
設
に
、
ま
た
幼
稚
園
、
認
定
こ

ど
も
園
お
よ
び
小
規
模
保
育
所
の
入
園
願
書
等
は
各
施

設
に
準
備
し
て
い
ま
す
。
都
合
に
よ
り
下
記
の
日
程
で
手

続
き
が
で
き
な
い
保
育
所
を
希
望
の
人
は
、
11
月
１
日
㈬

以
降
11
月
30
日
㈭
ま
で
に
市
役
所
子
育
て
支
援
課
ま
た

は
各
支
所
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
第
１
次
選

考
の
対
象
は
12
月
28
日
㈭
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
方
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
保
育
所
以
外
を
希
望
の
人
は
各
施
設
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
入
所
の
判
定
は
受
付

先
着
順
等
で
決
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⃝

手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝
①
支
給
認
定
申
請
書
ま
た
は

支
給
認
定
現
況
届
②
勤
務
証
明
書
な
ど
（
保
育
利
用
者

の
み
）
③
認
印
④
入
園
願
書
（
保
育
所
以
外
へ
の
新
規

申
し
込
み
の
人
）

⃝

保
育
所
等
の
入
所
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
＝
▽
八
女
市

役
所
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
保
育
係
（
☎
２
３
・
１
３
５

１
）
▽
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
お
よ
び
小
規
模
保
育
所

は
直
接
、
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

幼稚園・保育所等の入所申し込み受付日程（受付日欄の○印が受付日です）

平
成
30
年
度

幼
稚
園
・
保
育
所
等

の
入
所
申
し
込
み

※印の施設は、当日お子さんの面接があります。　
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平
成
29
年
8
月
は
、
全

国
的
に
腸
管
出
血
性
大
腸

菌
Ｏ
１
５
７
の
患
者
数
が
例

年
よ
り
多
く
発
生
し
ま
し

た
。
Ｏ
１
５
７
を
は
じ
め
と

す
る
腸
管
出
血
性
大
腸
菌

は
、
下
痢
や
尿
毒
症
を
起

こ
す
毒
素
を
生
み
出
す
菌
で

す
。「
感
染
力
が
強
い
」「
腹

痛
や
下
痢
の
症
状
の
ほ
か
、

乳
幼
児
・
高
齢
者
に
感
染
す

る
と
重
い
症
状
に
な
り
や
す

く
、死
亡
事
例
も
あ
る
」「
３

～
８
日
程
度
の
長
い
潜
伏
期

間
」
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

感
染
を
防
ぐ
た
め
に
！

◎
食
品
に
菌
を
つ
け
な
い

【
洗
う
】

▽
調
理
の
前
に
液
体
石
け
ん

で
十
分
に
手
を
洗
う
。

▽
生
肉
や
魚
を
切
っ
た
ま
な

板
や
包
丁
は
、
必
ず
洗
っ
て

熱
湯
消
毒
す
る
。

【
分
け
る
】

▽
生
肉
等
を
取
り
扱
う
場

合
、
ま
な
板
や
箸
を
別
に
す

る
。

◎
菌
を
増
や
さ
な
い

▽
生
鮮
食
品
や
調
理
済
み
の

食
材
は
、
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
で

保
管
す
る

◎
加
熱
で
食
品
の
菌
を
殺

す▽
肉
や
魚
は
十
分
に
加
熱
す

る
。（
中
心
部
の
温
度
が
75

度
で
1
分
以
上
加
熱
）

▽
生
肉
や
加
熱
が
不
十
分
な

肉
は
食
べ
な
い
。

◎
下
痢
の
時
の
対
処
法

①
早
め
の
受
診
　

②
十
分
な
水
分
補
給
　

③
家
族
で
タ
オ
ル
等
の
共
用

を
し
な
い
。
　

④
ト
イ
レ
等
は
消
毒
を
す

る
。

⑤
ト
イ
レ
の
後
や
食
品
に
手

を
触
れ
る
と
き
は
十
分
手
洗

い
を
す
る
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
南

筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
感
染
症
係（
☎
０
９
４
４・

７
２
・
２
８
１
２
）

全
国
的
に
増
加
！

腸
管
出
血
性
大
腸
菌

感
染
症
に
注
意

　げんき脳講座で認知症について学
んでみませんか？お友達をお誘いの
うえ多くのご参加をお待ちしていま
す。
◦対象＝ 65 歳以上の八女市民で認
知症予防に関心のある方。事前申し
込みが必要です。

【黒木会場】
◦日時＝10 月20日㈮ 14 時～ 15 時
30 分
◦会場＝黒木支所大会議室
◦内容＝テーマ「お口ケアからはじめ
る認知症予防」／講師：歯科衛生士
◦参加費＝無料
◦問い合わせ＝▽介護長寿課高齢者
支援係（☎ 23・1308）▽黒木支所
市民生活福祉課生活福祉係 （☎ 42・
1114）

　「
茶
の
実
」「
ゆ
う
ゆ
う
」「
ふ
ら
っ

ち
広
場
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。
こ
れ

は
市
内
に
あ
る
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
の
名
称
で
す
。
こ
の
施
設
を
ご

利
用
の
方
、
ま
だ
利
用
し
た
こ
と
が

な
い
方
な
ど
、
市
内
に
お
住
ま
い
で

障
が
い
の
あ
る
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
る
交
流
会
（
２
回

目
）
を
開
催
し
ま
す
。
初
め
て
参
加

す
る
方
も
、
気
軽
に
楽
し
め
る
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ま
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
期
日
＝
11
月
18
日
㈯
11
時
～
14
時

※
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止

◦
会
場
＝
障
害
者
支
援
施
設
ひ
だ
ま

り
の
里
（
本
２
５
７
５
番
地
1
）
内
、

ジ
ョ
ブ
ひ
だ
ま
り
工
房
・
駐
車
場

◦
内
容
＝
焼
き
そ
ば
・
だ
ご
汁
作
り
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
○
×
ゲ
ー
ム
）

◦
参
加
費
＝
４
０
０
円
（
保
険
料
含
）

◦
定
員
＝
70
～
80
人
ほ
ど

◦
申
込
締
切
＝
11
月
11
日
㈯

◦
主
催
＝
八
女
市
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
「
茶
の
実
」「
ふ
ら
っ
ち
広
場
」

◦
後
援
＝
八
女
市
、
八
女
地
区
障
害

者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
リ
ー

ベ
ル
」

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
ふ
ら
っ
ち
広

場
酒
井
さ
ん
（
☎
２
４・３
０
２
２
）

※
送
迎
車
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は

申
し
込
み
時
に
、
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　
原
爆
被
爆
者
二
世
の
方
で
希
望

者
を
対
象
に
、
県
内
23
医
療
機
関

に
て
無
料
で
健
康
診
断
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ほ
か
の
実
施
医
療
機
関

に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
平
成
30
年
２
月
28
日
㈬

ま
で

◦
実
施
医
療
機
関
＝
①
公
立
八
女

総
合
病
院
（
☎
２
３
・
４
１
３
１
）

／
平
日
（
年
末
年
始
除
く
）
８
時

30
分
～
11
時
受
付
／
予
約
不
要

②
聖
マ
リ
ア
ヘ
ル
ス
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
２
・
３
６
・
０
７
２
２
）

／
月
～
土
（
祝
・
年
末
年
始
を
除

く
※
２
月
10
日
ま
で
）
10
時
～
／

事
前
予
約
必
要

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
庁
が
ん
感
染
症

疾
病
対
策
課
（
☎
０
９
２・６
４
３・

３
２
６
７
）

原
爆
被
爆
者
二
世
の
健
康
診
断

八
女
市
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
交
流
会

市
内
に
お
住
ま
い
で
障
が
い
の
あ
る
方
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

げんき脳講座
（黒木会場）

大切な家族と「臓器提供」に
ついて日頃

からよく話し合って自分の意思
をきちんと

伝えておきましょう。

◦問い合わせ＝(公財)福

岡県メディカルセンター

（☎092・432・5577）

いのちへの優しさとおもい
やり

～１０月は臓器移植普及推
進月間です～

Ｏ
オー
１５７

昨年の交流会ではソーメン
流しをしました

募集
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◦
内
容
＝
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会
、
百

円
コ
ー
ナ
ー
、
卵
つ
か
み
ど
り
、

豆
す
く
い
ど
り
、
だ
ん
ご
汁
、
採

れ
た
て
さ
つ
ま
い
も
販
売
、
温
泉

＆
レ
ス
ト
ラ
ン
お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
べ
ん
が

ら
村
（
☎
２
４
・
３
３
３
９
）

　
地
元
の
お
じ
ち
ゃ
ん
、
お
ば

ち
ゃ
ん
た
ち
に
よ
る
、
餅
つ
き
や

ま
ん
じ
ゅ
う
の
販
売
な
ど
、
山
里

の
魅
力
満
載
の
お
祭
り
で
す
。

◦
日
時
＝
11
月
５
日
㈰
10
時
～

15
時

◦
場
所
＝
ふ
る
さ
と
わ
ら
べ
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館（
☎
５
４・

２
４
４
２
）

　　
筑
後
市
在
住
の
プ
ロ
サ
ッ
ク
ス

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
所
（
☎
０
９

４
２
・
５
２
・
３
１
０
１
）

◦
日
時
＝
10
月
29
日
㈰
10
時
～

16
時

◦
会
場
＝
川
崎
小
学
校
体
育
館
、

山
内
水
天
宮

◦
内
容
＝
▽
文
化
作
品
展
示
▽

カ
レ
ー
、
焼
き
そ
ば
、
弁
当
、
農

産
物
、
海
産
物
、
地
元
特
産
品

等
の
販
売
▽
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

（
ブ
ラ
ス
演
奏
、
和
太
鼓
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
、
歌
、
踊
り
等
）
▽
お
楽

し
み
抽
選
会

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員

会
事
務
局
（
☎
０
９
０
・
１
３
６

２
・
０
５
９
５
）

　◦
日
時
＝
11
月
４
日
㈯
～
５
日

㈰
10
時
～

　
八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

出
店
者
随
時
募
集
。

◦
日
時
＝
10
月
22
日
㈰
９
時
～

12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止
。

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と

き
め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員

会
事
務
局
（
☎
２
２・３
１
３
１
）

　
手
話
、
太
鼓
、
八
女
ジ
ュ
ニ
ア

合
唱
団
、
ダ
ニ
ー
馬
場
ラ
イ
ブ
、

バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
す
。
模
擬
店
や
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
10
月
21
日
㈯
11
時
～

16
時

◦
場
所
＝
陽
だ
ま
り
の
里
（
本
２

５
７
５
―
１
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
中
島
さ
ん

（
☎
３
０
・
３
０
５
５
）

　
多
世
代
交
流
事
業
。
鉛
筆
立

て
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
型
小
物
入
れ
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
好
み
で

高
さ
や
仕
切
り
を
変
え
た
り
、
模

様
を
変
え
て
み
た
り
、
お
し
ゃ

べ
り
し
な
が
ら
一
緒
に
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
身

近
に
あ
る
は
ぎ
れ
、
包
装
紙
な
ど

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
10
月
28
日
㈯
10
時
～

12
時

◦
参
加
費
＝
無
料

※
要
申
込
、
定
員
10
人

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
多
世
代

交
流
館
「
共
生
の
森
」（
☎
２
２・

２
２
５
７
）

◦
日
時
＝
10
月
28
日
㈯
10
時
～

14
時
30
分
（
入
場
無
料
）

◦
場
所
＝
九
州
沖
縄
農
業
研
究

セ
ン
タ
ー（
筑
後
市
和
泉
４
９
６
）

◦
テ
ー
マ
＝
九
州
の
食
と
農
の
未

来
は
こ
こ
に
あ
る

◦
内
容
＝
▽
研
究
成
果
の
展
示

▽
セ
ミ
ナ
ー
「
大
麦
と
お
米
の
新

品
種
」
等
▽
イ
ベ
ン
ト 

小
麦
粉

ね
ん
ど
作
り
、
大
麦
わ
ら
細
工
、

パ
ン
の
試
食
な
ど 

※
セ
ン
タ
ー
で

育
成
し
た
「
べ
に
は
る
か
」
の
お

土
産
（
数
量
に
限
り
あ
り
）

ほ
の
ぼ
の
フ
ェ
ス
タ

九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン

タ
ー
一
般
公
開

牛
乳
パ
ッ
ク
で
作
ろ
う
！

お
知

ら
せ

　国指定伝統的工芸品八女福島仏
壇の展示会です。歴史に裏打ちさ
れた匠の技による八女福島仏壇。厳
選された各社自慢の作品が勢揃いし
ます。会期中、仏壇相談コーナーや
各種イベントも行います。入場無料。
⃝日時＝10月21日㈯～29日㈰
９時～17時（最終日16時まで）
※10月23日㈪休館
⃝会場＝八女伝統工芸館特設会場
⃝問い合わせ＝同館（☎22・3131）

　各家庭で役目を終えた仏壇、仏
具を供養・処分します。なお、原
則持ち込みで、事前申し込みが必
要です。
⃝日時＝10月27日㈮10時～
⃝場所＝八女伝統工芸館敷地内八
女福島仏壇記念碑前
※雨天時八女伝統工芸館講義室
⃝供養料＝①仏壇１万円から②仏
具・小物３千円から
⃝問い合わせ＝八女福島仏壇仏具
協同組合（☎２４・３９４１）

匠
の
技
の
祭
典

「
八
女
福
島

仏
壇
フ
ェ
ア
」

仏壇供養祭

　11 月１日㈬、全国瞬時警報システ
ム（Ｊアラート※）を用いた緊急地震
速報の訓練が全国各地域で実施され
ます。八女市では、この訓練実施のた
め、午前 10 時ごろ、ＦＭラジオの自
動起動により大音量で「緊急地震速
報。大

お お じ し ん

地震です。大
お お じ し ん

地震です。これ
は訓練放送です」という放送が流れま
すのでお知らせします。（※）Ｊアラー
トとは、地震・津波や武力攻撃等の緊
急情報を、国から人工衛星などを通じ
て瞬時にお伝えするシステムです。
⃝問い合わせ＝防災安全課消防防災
係（☎ 23・1731）

緊急地震速報大地震（おおじしん）です大地震（おおじしん）です
これは訓練放送です

八
女
上
陽
わ
ら
べ
祭
り

深
町
宏
オ
ー
タ
ム
ラ
イ
ブ
 in 

夢
た
ち
ば
な
ビ
レ
ッ
ジ

か
わ
さ
き
よ
か
祭

べ
ん
が
ら
村 

秋
の
収
穫
祭

八
女
軽
ト
ラ
市
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具
、
筆
記
用
具

◦
参
加
費
＝
材
料
費
実
費

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
立
図
書

館
黒
木
分
館（
☎
４
２・０
４
０
０
）

　
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
夢
た
ち

ば
な
観
梅
会
を
２
月
17
日
㈯
～

25
日
㈰
に
、
谷
川
梅
林
に
お
い
て

開
催
し
ま
す
。
出
店
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
出
店
条
件
等
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
出
店
募
集
締
切
＝
11
月
30
日
㈭

◦
対
象
＝
八
女
市
内
に
在
住
ま

た
は
市
内
に
開
業
の
事
業
者

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
立
花
町

観
光
協
会
（
☎
３
７・１
０
５
５
）

㈪
、13
日
㈬
、15
日
㈮
、18
日
㈪
、

19
日
㈫
、
22
日
㈮

◦
場
所
＝
え
ー
る
ピ
ア
久
留
米

（
久
留
米
市
諏
訪
野
町
）

◦
応
募
締
切
＝
11
月
15
日
㈬

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡

県
70
歳
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー
内

「
ふ
く
お
か
子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー
」

コ
ー
ナ
ー
（
☎
０
９
２
・
４
８

１
・
１
３
１
２
／
N
０
９
２
・
６

２
３
・
５
６
７
７
／
thttp://

fukuoka-kosodate.com
/

）

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
福
岡
県
連

盟
で
は
成
人
を
対
象
に
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
12
日
㈰
９
時
～

16
時
30
分
頃
ま
で

◦
会
場
＝
岩
戸
山
歴
史
文
化
交

流
館
「
い
わ
い
の
郷
」

奏
者
、
深
町
宏
さ
ん
に
よ
る
ト
ー

ク
＆
ラ
イ
ブ
で
す
。
素
敵
な
サ
ッ

ク
ス
の
ラ
イ
ブ
と
石
窯
料
理
を
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
23
日
㈷
11
時
～

14
時
30
分

◦
場
所
＝
夢
た
ち
ば
な
ビ
レ
ッ
ジ

◦
入
場
料
＝
３
０
０
０
円
（
食
事

代
含
む
・
予
約
制
※
定
員
50
人
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
夢
た
ち
ば
な
ビ

レ
ッ
ジ
（
☎
３
５
・
０
０
２
２
）

　
地
域
の
子
育
て
を
応
援
し
た

い
高
齢
者
の
方
（
60
歳
以
上
）

を
対
象
に
、
子
育
て
支
援
に
関

す
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
日
程
＝
12
月
４
日
㈪
、
11
日

◦
対
象
＝
18
歳
以
上
で
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
活
動
に
興
味
の
あ
る
方

◦
参
加
費
＝
２
０
０
０
円

◦
携
行
品
等
＝
筆
記
用
具
、
帽

子
、運
動
靴
、タ
オ
ル
、雨
具
（
活

動
し
や
す
い
服
装
で
）

◦
申
込
期
限
＝
10
月
27
日
㈮

◦
申
込
＝
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
福
岡

県
連
盟
福
岡
南
地
区
事
務
長
高

橋
さ
ん
（
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

に
て
）
Qhighbridge3163@

gm
ail.com

  （
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯

電
話
共
通
）
／
☎
０
９
０
・
７
４

７
８
・
０
９
４
６
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
か
わ
い
ら
し
い
布
の
絵
本
を
一

緒
に
作
り
ま
せ
ん
か
。
初
心
者

の
方
で
も
大
丈
夫
で
す
。
参
加

条
件
は
、
２
日
間
と
も
受
講
可

能
な
方
。
詳
細
は
、図
書
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
館
内
掲
示
の
ポ

ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
26
日
㈰
、
12
月

10
日
㈰
の
２
日
間（
10
時
～
12
時
）

◦
会
場
＝
黒
木
開
発
セ
ン
タ
ー
保

健
相
談
室

◦
定
員
＝
先
着
15
人

※
申
込
受
付
は
10
月
25
日
㈬
か

ら
図
書
館
全
館
に
て
行
い
ま
す
。

◦
持
っ
て
く
る
も
の
＝
裁
縫
道

八女市岩戸山歴史文化交流館
「いわいの郷」開館２周年企画展

八女市未来づくり協議会
地域づくり研修会

　もともと盾は、多くの出土例があり、
古墳を守る役割を担っていたようです。
岩戸山古墳からは凝灰岩で作られた盾
が出土しています。埴輪の盾や盾持人
と、いわいの郷にある石製の盾を比べ
てみてください。料金無料。
◦期間＝10 月24 日㈫～ 12 月10日㈰
※月曜休館（祝日の場合、翌日休館）
◦場所＝岩戸山歴史文化交流館 常設
展示室
◦展示品＝伝鶴見山古墳出土「盾持人
埴輪」、仙道古墳出土「盾持人埴輪」、
次郎太郎古墳出土「盾形埴輪」
◦問い合わせ＝岩戸山歴史文化交流館
いわいの郷☎ 24・3200 ／N24・3210

　八女市未来づくり協
議会では、地域づくり
研修会を開催します。
まちづくり団体の皆さ
まをはじめどなたでも
参加できますので、多
数ご参加ください。

◦日時＝11月6日㈪ 13 時 30 分～
◦会場＝八女市農業活性化センター

（上陽町）
◦内容＝【第 1部・地域づくり提案事
業活動発表】①川崎校区まちづくり協
議会「かわさきよか祭」
②上陽地区まちづくり協議会「上陽わ
らべの森公園づくり事業」

【第 2 部・講演会】講師 長崎県観光
マイスター 竹本慶三さん／演題「ま
ちづくりの挑戦」～参加型イベントを
展開し、まちに人を呼び込む～
◦入場料＝無料
◦問い合わせ＝地域振興課（☎ 23・
1224）

石人・石馬と盾持人埴輪
ふ
く
お
か
子
育
て
マ
イ
ス

タ
ー
認
定
研
修
会

教
室
・
講
座

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
講
習
会

わ
く
わ
く
♪
布
の
絵
本
講
座

今年の秋は “ 本に恋する季節です！”
豪華２大！子ども向けイベント

【としょかんまつり】10 月28 日㈯ 14 時
～／八女文化会館／出演：なかよし文庫

【どんぐりおはなし会】11 月11日㈯ 14
時～／八女市立図書館本館／出演：お
はなしばさらかたい

【POP 展示会】本の魅力を詰め込んだ
手作りPOP（一般公募）を展示します。

【書き出しで見る 大人のイチオシ本】
図書館員イチオシの本を、書き出し文を
添えて展示します。

【マナーアップ週間】図書館マナーにつ
いての展示や、９月に行った蔵書点検の
結果をお知らせします。

【第１２回 古本市】10 月 29 日㈰ 10 時
～ 16 時（なくなり次第終了）／主催：
まなびっと八媛（八女市立図書館内）
◦問い合わせ＝八女市立図書館

（☎ 22・2504）

秋の読書週間 10/28㈯～
11/12㈯

竹本慶三さん

夢
た
ち
ば
な
観
梅
会
に

出
店
し
ま
せ
ん
か
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◦
訓
練
会
場
＝
久
留
米
地
域
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
久
留
米
市
）

◦
定
員
＝
24
人

◦
試
験
日
＝
11
月
７
日
㈫

①
②
共
通 

◦
対
象
＝
公
共
職
業
安
定
所
長

か
ら
受
講
あ
っ
せ
ん
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
、
訓
練
を
受
け
て
関

係
職
種
へ
就
職
を
希
望
す
る
人
。

◦
選
考
方
法
＝
学
科
試
験
、
面

接
試
験

◦
申
込
締
切
＝
10
月
27
日
㈮

◦
試
験
会
場
＝
久
留
米
高
等
技

術
専
門
校

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９

４
２
・
３
２
・
８
７
９
５
）

　
弁
護
士
が
対
応
し
ま
す
。
相

談
料
は
内
容
（
多
重
債
務
・
労

　
先
の
大
戦
に
お
け
る
沖
縄
地

域
で
の
本
県
出
身
の
戦
没
者
お

よ
び
一
般
戦
災
死
没
者
の
方
々
を

追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た

め
、
慰
霊
巡
拝
を
実
施
し
ま
す
。

団
員
と
し
て
参
加
す
る
ご
遺
族

を
20
人
募
集
し
ま
す
。
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
日
程
＝
１
月
18
日
㈭
～
19
日

㈮
２
日
間
【
追
悼
式
】
18
日
㈭

15
時
～
16
時

◦
場
所
＝
沖
縄
県
糸
満
市
「
福

岡
の
慰
霊
の
塔
」

◦
方
式
＝
無
宗
教
献
花
方
式

◦
申
込
期
限
＝
11
月
24
日
㈮
必
着

◦
参
加
資
格
＝
先
の
大
戦
に
お
け

る
沖
縄
地
域
で
の
本
県
出
身
の

届
け
ら
れ
て
い
る
か
ご
存
知
で
す

か
？
「
応
援
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
を
対

象
に
、
農
産
物
の
収
穫
や
加
工
、

酪
農
や
漁
業
等
の
農
林
漁
業
体

験
ツ
ア
ー
を
年
間
通
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

◦
登
録
は
こ
ち
ら
→https://

f-ouen.com

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
食
の
安

全
・
地
産
地
消
課
（
☎
０
９
２
・

６
４
３
・
３
５
７
５
）

　
受
験
料
・
受
講
料
無
料
（
教

科
書
代
等
実
費
）。
申
込
書
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
準
備
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

戦
没
者
お
よ
び
一
般
戦
災
死
没
者

の
遺
族
（
配
偶
者
、
父
母
、
子
、

兄
弟
姉
妹
、
孫
お
よ
び
甥
・
姪
で
、

県
内
に
居
住
し
て
い
る
方
）。
応

募
多
数
の
場
合
は
配
偶
者
、
父

母
、
子
お
よ
び
兄
弟
姉
妹
を
優
先

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
一
般
財

団
法
人 

県
遺
族
連
合
会
（
☎
０

９
２
・
７
６
１
・
０
０
１
２
）
最

寄
り
の
郡
市
区
遺
族
（
連
合
）
会

　
福
岡
県
産
の
農
林
水
産
物
を

積
極
的
に
購
入
し
て
、
福
岡
の

農
林
水
産
業
を
応
援
し
て
い
た

だ
け
る
家
庭
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
毎
日
の
食
卓
に
の
ぼ
る
食
べ

物
が
、
ど
ん
な
ふ
う
に
生
ま
れ
、

①
介
護
職
員
実
務
者
研
修
科
２
期

◦
訓
練
期
間
＝
12
月
５
日
㈫
～

５
月
31
日
㈭

◦
訓
練
会
場
＝
株
式
会
社
デ
ィ

ア
・
ラ
イ
フ
　
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

ス
ク
ー
ル
（
久
留
米
市
）

※
看
護
師
・
准
看
護
師
・
介
護

福
祉
士
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
（
訪

問
介
護
員
）
１
級
以
上
（
２
級
・

３
級
は
応
募
可
）・
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
（
介
護
支
援
専
門
員
）・

社
会
福
祉
士
等
の
関
係
免
許
・

資
格
を
お
持
ち
で
な
い
方
、
ま
た

は
介
護
職
員
基
礎
研
修
課
程
・

介
護
職
員
実
務
者
研
修
課
程
等

の
修
了
者
で
な
い
人
に
限
る
。

◦
定
員
＝
20
人

◦
試
験
日
＝
11
月
９
日
㈭

②
Ｏ
Ａ
簿
記
初
級
・
中
級
連
続

養
成
科
３
期

◦
訓
練
期
間
＝
12
月
５
日
㈫
～

５
月
31
日
㈭

平
成
29
年
度
福
岡
県
沖
縄
地

域
戦
没
者
慰
霊
巡
拝
団
員

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

美 術 展 11/7㈫～11㈯ 岩戸山歴史文化交流館
水 墨 展

11/7㈫～11㈯

八女文化会館
写 真 展 おりなす八女研修棟
書 道 展 おりなす八女交流棟

短 歌・ 俳
句作品展 おりなす八女交流棟

お 茶 会 11/3㈷
おりなす八女研修棟

華 道 展 11/2㈭・3㈷

芸 能 祭 11/12㈰ おりなす八女ハーモニー
ホール

謡曲大会 11/19㈰ おりなす八女はちひめ
ホール

短歌会 11/12㈰ 八女市社会福祉会館
俳句会 11/19㈰ おりなす八女研修棟

【展示部門】写真展・俳
句展・短歌展・クラフト
展・華道展・パッチワー
ク展・書道展・美術展

11/2 ㈭ ～ 11/5
㈰ 9:00 ～

黒木
体育
館

幼稚園・保育園・小学校
児童作品展

11/2 ㈭ ～ 11/5
㈰ 9:00 ～

ふじの
里

芸能大会第 1 部 11/3 ㈷ 9:30 開会
式、10:00 開演 黒木

開発セ
ンター芸能大会第 2 部 11/4 ㈯

10:00 開演

お茶会 11/3㈷
10:00～15:00頃

ふじの
里

八女総合文化祭

くろぎ文化祭

問文化振興課（23・1982）

問伊豫さん（090・8413・3437）

県
立
久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

ふらっち広場からのお知らせ
☀本町 178（旧きんぷく亭）☀☎ 24・3022

★外出「チャリティー福祉バザー」
◦日時＝ 10 月 15 日㈰ 11 時～ 15 時
◦参加費＝無料◦場所＝おりなす八女
★ほのぼのフェスタ（陽だまりの里）
◦日時＝ 10 月21日㈯10時 30 分～16時
◦参加費＝無料
※ふらっち広場⇔陽だまりの里送迎
★外出「黒木ふるさとまつり」
◦日時＝ 11 月 5 日㈰ 11 時ふらっち広場
出発◦参加費＝ 100 円
★外出「星のまつり」
◦日時＝ 11 月 11日㈯ 11 時ふらっち広
場出発◦参加費＝ 100 円

ほ
ほ
え
み地域活動支援センター

【開館時間】平日10:00 ～ 12:30、13:30 ～
17:00 ／土日祝 10:00 ～ 16:00

【休館日】10/16㈪、17㈫、22㈰、23㈪、
29㈰、30㈪、11/6㈪、7㈫、12㈰、13㈪

※各イベントは要予約。簡単な工作・手芸も
できます。お気軽にご来館ください。

就
業
支
援

「
ふ
く
お
か
地
産
地
消
応
援
フ
ァ

ミ
リ
ー
」
に
な
り
ま
せ
ん
か

12　2017.10.15　広報八女
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え
る
命
が
あ
り
ま
す
。
実
際
に

当
消
防
本
部
管
内
で
も
バ
イ
ス

タ
ン
ダ
ー
が
応
急
手
当
を
行
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
尊
い
命
が
救
わ
れ

た
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
緊
急
の
場
面
に
遭
遇
し
た
場

合
に
、
適
切
な
応
急
手
当
を
実

施
す
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
応

急
手
当
に
関
す
る
知
識
と
技
術

を
学
び
、
身
に
付
け
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
目
の
前
で
人

が
倒
れ
た
と
き
に
、
適
切
な
応

急
手
当
を
行
え
る
よ
う
日
頃
か

ら
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
救

急
教
室
や
救
命
講
習
を
受
講
す

る
場
合
は
、
最
寄
り
の
消
防
署

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
事
業
所

や
行
政
区
、
各
種
団
体
単
位
で

お
お
よ
そ
10
人
以
上
で
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
消
防
本

部
（
☎
２
４
・
０
１
１
９
）

し
で
も
軽
減
し
、
の
び
の
び
と
小

学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
気

が
か
り
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
者
＝
今
年
度
八
女
市
内

小
学
校
の
通
常
学
級
に
在
籍
し

て
い
る
児
童
お
よ
び
来
年
度
入

学
予
定
児
童

◦
申
込
期
限
＝
10
月
20
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
教
育

委
員
会
（
☎
２
３
・
１
９
５
４
）

  

　　
建
設
課
で
は
市
道
を
安
心
し

て
通
行
で
き
る
よ
う
に
、
市
道

に
ま
た
が
っ
て
い
る
橋
梁
の
点
検

調
査
を
行
い
ま
す
。
点
検
調
査

は
近
接
目
視
に
よ
り
行
う
こ
と

が
基
本
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ

て
触
診
や
打
音
等
の
検
査
を
実

施
す
る
た
め
、
一
部
の
橋
梁
で
は

高
所
作
業
車
や
橋
梁
点
検
車
を

使
用
し
て
点
検
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
点
検
中
は
市
道
の
片
側

交
互
通
行
等
規
制
を
行
う
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◦
調
査
期
間
＝
10
月
中
旬
～
２

月
中
旬
頃

◦
調
査
時
間
＝
９
時
～
17
時

◦
問
い
合
わ
せ
＝
建
設
課
道
路

河
川
係
（
☎
２
３
・
１
９
６
１
）

　　
も
し
、
目
の
前
で
人
が
倒
れ

た
ら
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
。

け
が
人
や
急
病
人
が
発
生
し
た

場
合
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た

人
（
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
）
が
応
急

手
当
を
速
や
か
に
行
え
ば
、
救

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
税
務
署

（
☎
２
３
・
５
１
９
１
）

▽
福
岡
国
税
局
Ｈ
Ｐ
　http://

w
w

w.nta.go.jp/fukuoka/

　
こ
と
ば
や
聞
こ
え
が
気
に
な
る

子
ど
も
の
た
め
に
筑
後
市
教
育

委
員
会
で
は
、
古
川
小
学
校
に

言
語
通
級
指
導
教
室
「
こ
と
ば

の
教
室
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
と
ば
の
教
室
は
、「
通
級
指
導

教
室
（
週
１
回
）
と
「
教
育
相

談
（
隔
週
１
回
）
が
あ
り
、
言

葉
に
関
す
る
個
別
指
導
を
行
う

教
室
で
す
。
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
指
導
を
行
い
、
言
葉
や

聞
こ
え
か
ら
く
る
困
難
さ
を
少

働
問
題
・
Ｄ
Ｖ
被
害
）
に
よ
り

無
料
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
予

約
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
毎
週
火
曜
日
13
時
30

分
～
16
時

◦
場
所
＝
八
女
市
社
会
福
祉
会

館
（
八
女
市
本
町
５
９
９
）

◦
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝
久
留
米

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
４

２
・
３
０
・
０
１
４
４
） 

　　
災
害
に
よ
り
国
税
の
申
告
、

申
請
、
請
求
、
納
税
な
ど
を
期

限
ま
で
に
で
き
な
い
と
き
は
、
期

限
の
延
長
や
納
税
の
猶
予
が
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
、
福
岡
国
税

橋
梁
点
検
調
査

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
に
よ
る

応
急
手
当
の
重
要
性
に
つ
い
て

平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨

で
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
まへ

古
川
小
学
校
「
こ
と
ば
の
教
室
」

⃝参加対象および定員＝福岡県内の小学
3 年生～ 6 年生 100 人※先着
⃝内容＝①八女茶○×筆記クイズ ②お茶
の種類当て競技 ③急須を使用したお茶の
いれ方競技※３つの茶レンジを合計し、個
人総得点により茶ンピオンを決定します。
⃝参加料＝1,000 円（参加者全員に「茶
レンジャー認定書・急須」をプレゼント）
※ 4 人グループでの参加により団体戦も
エントリーできます。
⃝問い合わせ＝県茶業青年団内大会事務
局（石松さん）☎ 090・7456・8278

11月23日㈷
（受付 12 時 30 分～、本大会 13 時～）
ガーデンホール矢部川城

⃝業務内容＝市が管理する道路・河
川の維持管理に伴う補修業務など
⃝応募資格＝普通自動車運転免許
（オートマチック車限定不可）
⃝募集人員＝２人
⃝試験日＝11月５日㈰
⃝提出書類＝申込書（建設課に準備）
⃝募集期間＝10月16日㈪～25日㈬
※土曜、日曜を除く
⃝選考方法＝書類審査および面接
⃝任用期間＝平成29年１２月１日～
平成30年３月３１日（更新制度有）
⃝勤務条件＝八女市規定による
⃝申込・問い合わせ＝建設課総務管
理係（☎２３・１９７１）

施設管理業務嘱託職員を募集します

in福岡

目
指せ
茶ン
ピオン

Ｔテ
ィ
ー―

１ワ
ン

グ
ラ
ン
プ
リ

出
場
者
大
募
集
！

福岡県最低賃金改正のお知らせ

効力発生日 平成 29 年 10 月1日
雇う上でも、働く上でも、最低限のルール。
使用者も、労働者も、必ず確認、最低賃金。

◦問い合わせ＝福岡労働局労働基準部賃
金室（☎ 092・411・4578）

1 時間 ７８９円
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■4か月さん集まれ（6月生まれ）
「ベビータッチ + 食育」
◦11/2 ㈭ 10:00 ～ 12:30 ／飲み物
持参／参加費有・要申込
■赤ちゃんRoom・相談Room
◦11/2 ㈭、11/21㈫13:30 ～15:00/
参加費有・要申込
■マタニティさん集まれ♪ 「田中も
とこ先生マタニティヨガ＋食育」
◦11/14㈫10:00～12:30/参加費有、
託児有・要申込

■つくろうねっ 
「布マスク（大人用）製作」
◦11/14 ㈫ 10:30 ～ / 定員大人10 人
／参加費 300円／託児有／11/11㈯
までに要申込

■はっぴぃバースデー
「くまちゃんのおはなし」◦11/21 ㈫
10:30 ～／ 11/18 ㈯までに要申込

■ともだちっていいな「秋とあそぼう」
◦11/8 ㈬ 10:00 ～
■GOGO！カ～りる
◦11/9 ㈭ 10:30 ～ 11:10 ／ 移動図
書館車が来ます。図書利用カードを
お持ちの人は持参ください。
■子育てエ～ル「親子防災教室」
◦11/10 ㈮ 10:30 ～／要申込
■すてきな記念日♥
◦11/15 ㈬ 10:30 ～ 11:15 ／※誕生月
者のみ要予約／身体計測ができます。
■わ・わ・ＷＡ！「秋のおんがくかい♪」
◦11/21㈫10:30 ～

■ママといっしょ
「クリスマスケーキを作ろう」
◦11/7 ㈫ 10:30 ～／参加費 500 円
／エプロン・三角巾（バンダナ等）・
お茶などの飲み物持参／要申込
■福岡県家庭教育支援チーム設置事業

「子育ての悩み相談／オーガニックカ
フェ」◦ 11/17 ㈮ 10:30 ～／場所 :
お茶の文化館（星野村）※現地集
合／参加費 300 円／要申込
■お誕生会

「11 月生まれさん集まれ」
◦11/24 ㈮ 10:30 ～／誕生月者の
み要申込

■ 10:00 ～ 13:00
▽矢部集落センター 11/7 ㈫、15 ㈬
▽長峰保育所 2 階 11/1㈬、11/22 ㈬
▽上陽公民館 11/10 ㈮
▽井延公民館 11/16 ㈭
▽かがやき 11/28 ㈫
▽室岡公民館 11/21 ㈫

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問（☎24・9090）

 移動ひろば問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（八女市稲富 499）問（☎24・8814）

子育ち支援掲示板 11 月 ※子育ち…子ども自身が、自らの
力で心身ともに成長すること。

子育て支援施設 ピコロ
（黒木町桑原207※ふじの里内）

問（☎42・3301）

11月3日（祝）
黒岩外科 日の出町 23・2858
原　医院 黒木町 42・0336
白谷歯科医院 広川町 32・3540
11月5日（日）
いしもと小児科 岩崎 22・7111
角整形外科 黒木町 33・2121
あららぎ歯科医院 広川町 32・4846
まえだ耳鼻咽喉科稲富 30・1187
11月12日（日）
戸次循環器科内科 馬場 22・3100
冨田医院 黒木町 42・0173
やました歯科医院 広川町 0942・52・3819
11月19日（日）
富田クリニック 蒲原 24・4810
山口医院 星野村 52・3131
姫野歯科医院 広川町 32・0155
宮城耳鼻咽喉科 筑後市 0942・52・8733
11月23日（祝）
山田医院 東唐人町 23・4853
中村内科医院 立花町 37・1601

むらかみ歯科・小児医院筑後市 0942・52・5290
11月26日（日）
江上内科 本町 24・0113
岡村医院 立花町 23・2770
永田歯科医院 筑後市 0942・52・2133

11月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますので電話で確認してください。✚

子育て支援施設  トゥインクル
（星野村 10775-14 ※そよかぜ内）
※開館日＝祝祭日除く火・木・金　
問０９０・３３２０・２１９６／
やめっこ未来館（☎ 24・8814）

▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚）23・4131
柳病院（吉田） 23・2176
川﨑病院（納楚） 23・3005
馬場病院（広川町） 32・3511
姫野病院（広川町） 32・3611
筑後市立病院（筑後市）0942・53・7511

▼夜間小児救急医療受付
　（19:00 ～ 21:30）

［月・水・金］公立八女総合病院（23・4131）

［火・木］筑後市立病院（0942・53・7511）

▼日祝日小児救急医療受付
　（9:00 ～ 14:30）

【11月】3㈷・5㈰・19㈰・23㈷
公立八女総合病院 （23・4131）

【11月】12㈰・26㈰
筑後市立病院 （0942・53・7511）

▼県小児救急医療電話相談
　（19:00 ～ 7:00）
県指定健康相談事業者   ♯ 8000
▼救急車を呼ぶべきか迷ったら

（24 時間対応）　♯ 7119

　急な病気やけがのときに、
救急車の利用や最寄りの医療
機関についてアドバイスを受
けられます（24 時間対応）。
※重症時は迷わず 119 番をお
願いします。
⃝問い合わせ＝福岡県医療指
導課（☎ 092・643・3273）

救急車を呼ぶべきか
迷ったら 
 「 ♯７１１９」
または ☎ 092・471・0099

【休日当番薬局】
　日曜日、祝日に開いている薬局を、
八女筑後薬剤師会のホームページ

（http://ycpa.info）で確認することが
できます。

10月22日㈰ 旧 おおぶち歯科医院 → 新 山口歯科医院（筑後市）☎0942・53・3256在宅医当番の変更



広報八女　2017.10.1515

10 月・11月イベント情報 おりなす八女ＨＰ　http://www.orinasu-yamecity.jp/

おりなす八女   イベント情報 お問合せ
おりなす八女（☎22・5332）♪

開催 催　　　し ホール 開　演 入場料 問合せ先 電話番号

10/25(水) プロムナードコンサート vol.4
Marvy Rock'n Roll&Rockabilly（八女市出身）

おりなす八女
桜カフェ 19:00 無料 おりなす八女 22・5332

11/5 ㈰ 「八女市学校教育の日」
市立学校の文化発表会 ハーモニー 13:00 無料 八女市学校教育課 23・1954

11/12 ㈰ 八女文化連盟芸能祭
文化連盟芸能部門の発表会 ハーモニー 10:00 無料 八女文化連盟

（事務局：畠山） 22・3414

11/19 ㈰ 八女文化連盟 謡曲と仕舞大会 はちひめ 10:00 無料 八女文化連盟（松鵜）22・2522

主催：おりなす八女文化事業振興会・八女市

一般 3,500 円                                              

一般 6,000 円                                              

友の会 3,000 円                                             

友の会 5,000 円                                             

高校生以下 1,000円                                              
～クラシック企画～
2公演チケット同時
購入割引のご案内

平成30年

（全席自由)  チケット発売中

11/18 (土) ハーモニーホール

一般 1,200 円       （前売券 1,000 円）

１8:30開演

UGE UGEギターオーケストラ
第46回定期演奏会

当日17 時 40 分より、おりなす八女１階エントランス・ホール
にて「ウェルカム・コンサート」を行います。

客演 ／ 深町 まどか（フルート・オカリナ）

☎22・6337お問合せ:アオキ楽器主催:UGE八女ギター室内合奏団

 チケット発売中
11/25(土)

2/25(日)

ハーモニーホール

ハーモニーホール

800 円（全席自由) 
１8:00開演

１5:00開演

☎090・7454・0892主催・お問合せ:同合唱団(事務局)

現地主催・お問合せ：文楽八女実行委員会 ☎090・4347・4292 

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

六
角
堂
の
段

生
玉
社
前
の
段

帯
屋
の
段

天
満
屋
の
段

道
行
朧
の
桂
川

天
神
森
の
段

桂
川
連
理
柵 

曽
根
崎
心
中

午
後
１
時
30
分
開
演

午
後
６
時
開
演

3 /3 (土) チケット販売開始
11/1(水) 午前10時～

ご観覧料 ＳＳ席 5,000円  
（各部） Ｓ席 4,000円  

昼
の
部

夜
の
部

ヴァイオリンリサイタル
三浦文彰

NHK 大河ドラマ「真田丸」の
メインテーマを演奏、人気
沸騰中のヴォイオリニスト。

モーツァルト／ヴァイオリン・ソナタ  K.306
R. シュトラウス／ヴァイオリン・ソナタ  op.18

ノクターン第17番 ・ポロネーズ第6番「英雄」ほか

〈オールショパン・プログラム〉

ほか

平成30年 3/18 (日)

ハーモニーホール
１5:00開演

ピアノリサイタル
牛田智大

ショパン国際コンクール
in ASIAで5年連続1位受賞。
進化を続ける神童の華麗で
瑞々しいピアニズム。

（ 全席指定 )                                               

通常購入（1公演）

2公演同時購入

（ 全席指定 )                                               

チケット：友 の 会 先 行 発 売  10 月 2 1日 (土)～
一 般 発 売  11 月 3 日 (金 祝)～

１8:00開演 ハーモニーホール

☎ 0422・49・2633主催・お問合せ : 劇団前進座

12/14(木) （ 全席自由 )                                               

前進座特別公演井上ひさし＝作

清
之
助
・
早
瀬
栄
之
丞

桃
八
・
中
嶋
宏
太
郎

抱
腹
絶
倒
の
笑
い

お
江
戸
舞
台
の

和
製
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

 チケット発売中

一般 4,000 円                                              高校生以下／障がい者・介助者 1,000円                                              

Yuji HoriＣ

Ariga TerasawaＣ



※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています

　
8
月
20
日
㈰
、
美
術
館
で
「
ひ
ろ
す

け
の
ぬ
り
え
」
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

小
学
生
23
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
筆
の
使
い
方
や
色
の
塗

り
方
・
技
法
を
学
ん
で
か
ら
、
田
崎
廣

助
が
描
い
た「
箱
根
朱
富
士
」を
原
型
に
、

自
分
で
彩
色
を
施
し
表
現
し
た
富
士
山

の
作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
常
設
展
示
室
で
特
別
館
長

に
よ
る
原
画
「
箱
根
朱
富
士
」
を
は
じ

め
と
す
る
作
品
解
説
・
鑑
賞
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
完
成
し
た
作
品
は
八
女
杉
の

額
に
入
れ
、
顕
彰
室
の
一
部
で
期
間
限

定
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。(

作
品
展

示
は
現
在
終
了
し
て
い
ま
す)

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
た

く
さ
ん
の
色
を
使
っ
て
よ
く
か
け
た
の

で
う
れ
し
か
っ
た
」「
ち
が
う
山
も
描
い

て
み
た
い
」「
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
美
術
館
で
は
、
今
後
も
定
期
的
に
講

座
や
講
演
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
次

回
10
月
15
日
㈰
は
、「
パ
ス
テ
ル
ア
ー

ト
」、
12
月
2
日
㈯
は
、「
け
し
ご
む
は

ん
こ
」
を
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
美
術

館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝

開
館 

９
時
～
17
時
15
分
〈
入
館
は

17
時
ま
で
〉
※
月
曜
休
館
〈
祝
日
の

場
合
は
翌
日
〉
⃝
入
館
無
料

「
田
崎
廣
助
美
術
館
」へ

行
っ
て
み
よ
う
！
⑯

（
立
花
市
民
セ
ン
タ
ー
内
／

☎
２
４・８
３
０
４
）

　
８
月
９
日
㈬
、
三
河
小
学
校
で
学
校
給
食
員
の
指
導
に

よ
る
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
「
食
」

に
対
す
る
関
心
を
深
め
、
調
理
に
興
味
を
持
つ
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
す
。
当
日
は
、
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

37
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
献
立
は
、「
お
に
ぎ
り
」「
切
り

干
し
大
根
の
味
噌
汁
」「
鶏
肉
の
さ
っ
ぱ
り
煮
」。
子
ど
も

た
ち
が
自
分
で
調
理
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
、

一
人
ひ
と
り
に
丁
寧
に
指
導
し
ま
し
た
。　
子
ど
も
た
ち
は
、

米
を
と
い
だ
り
、
野
菜
を
切
っ
た
り
と
一
生
懸
命
に
取
り
組

み
、
自
分
た
ち
の
手
で
作
っ
た
料
理
に
大
満
足
、
笑
顔
い
っ

ぱ
い
の
試
食
会
と
な
り
ま
し
た
。

夏
休
み
料
理
教
室
を
開
催

　
南
北
朝
時
代
に
南
朝
方
の
征
西
将
軍
懐
良

親
王
に
従
い
補
佐
役
と
し
て
九
州
に
下
向
し

た
五
條
頼
元
を
始
祖
と
す
る
五
條
家
。
当
家

ゆ
か
り
の
宝
物
の
虫
干
し
を
兼
ね
て
一
般
公

開
す
る
五
條
家
御
旗
祭
り
が
９
月
23
日
㈷
、

黒
木
町
大
淵
の
五
條
家
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
主
催
し
た
五
條
家
宝
物
顕
彰
会
の
月
足
靖

彦
会
長
は
、「
五
條
家
の
宝
物
は
地
域
住
民
の

誇
り
で
あ
り
、
子
や
孫
の
代
ま
で
顕
彰
し
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
当
日
は
、
後
醍
醐

天
皇
か
ら
４
人
の
皇
子
に
下
賜
さ
れ
、
唯
一
現

存
す
る
「
金
烏
の
御
旗
」（
国
指
定
重
要
文

化
財
）や
南
朝
方
の
書
状
な
ど
を
集
め
た「
五

条
家
文
書
」（
同
）
が
公
開
さ
れ
、
会
場
に
は

多
く
の
歴
史
フ
ァ
ン
ら
が
市
内
外
か
ら
詰
め

か
け
、
25
代
当
主
の
五
條
元
滋
さ
ん
に
よ
る

説
明
を
聞
き
な
が
ら
、宝
物
を
熱
心
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

国
重
要
文
化
財
「
金
烏
の
御

旗
」
な
ど
を
一
般
公
開

　
八
女
市
酒
井
田
出
身
で
直
木
賞
作
家
の
故
杉
本
章

子
さ
ん
の
ご
遺
族
の
遺
言
に
よ
り
、
９
月
20
日
㈬
杉
本

さ
ん
の
遺
品
の
一
部
が
八
女
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
寄
贈
さ
れ
た
の
は
、
平
成
元
年
に
第
１
０
０
回

直
木
賞
を
受
賞
し
た
際
の
記
念
品
で
あ
る
懐
中
時
計

２
個
を
は
じ
め
、
落
款
、
絶
筆
と
な
っ
た
作
品
（
遺
稿
）

な
ど
で
す
。
後
見
人
の
鬼
塚
司
法
書
士
事
務
所
の
鬼
塚

修
さ
ん
は
、「
寄
贈
は
ふ
る
さ
と
八
女
を
こ
よ
な
く
愛
し

た
杉
本
さ
ん
の
遺
志
で
あ
り
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
公

開
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
」
と
遺
品
を
鎌
田
副

市
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
鎌
田
副
市
長
は
、「
直
木

賞
受
賞
作
を
は
じ
め
、
数
々
の
作
品
を
残
さ
れ
た
杉
本

さ
ん
は
地
域
の
誇
り
で
す
。
い
た
だ
い
た
品
々
は
大
切

に
取
り
扱
い
、
八
女
市
の
文
化
振
興
の
た
め
に
役
立
て

て
い
き
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

直
木
賞
作
家 

杉
本
章
子
さ
ん
の

遺
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た

展示作品入れ替えに伴い、
11月7日㈫～17日㈮の間
臨時休館します。

臨時休館のお知らせ

（右上）直木賞受賞記念の懐中時計
（左上）執筆途中の原稿（遺稿）


